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JAニュース

２
月
１
日
、
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
２

階
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に
て
『
運
用
報
告
・
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
説
明
会
』
と
題
し
、
農
林
中
金
全
共

連
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
よ
り

石
丸
伸
一
郎
氏
を
講
師
に
招
き
、
Ｊ
Ａ
取
扱

い
フ
ァ
ン
ド
の
運
用
状
況
や
米
国
大
統
領
の

交
代
で
の
経
済
情
勢
の
変
化
、
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

に
つ
い
て
な
ど
幅
広
く
説
明
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

当
日
は
25
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、

熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、
石
丸
氏
の
説

明
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
『
参
考
に
な
っ
た
』『
定
期
的
に
開
催
し

て
欲
し
い
』
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
後
も
資
産
運
用
・
資
産
形
成
に
つ
い

て
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
の
お
役
立
ち
が

で
き
る
よ
う
に
、
情
報
提
供
等
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

２
月
19
日
、
江
津
市
総
合
市

民
セ
ン
タ
ー
（
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ

ホ
ー
ル
）
に
て
、「
令
和
６
年
度

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地
区
本

部
年
金
友
の
会
ふ
れ
あ
い
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

雪
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気

で
し
た
が
、
約
３
２
０
名
の
方
が

参
加
さ
れ
、
御
年
89
歳
の
座
長
が

唄
う
浪
曲
に
合
わ
せ
た
舞
踊
や
、

涙
・
笑
い
・
そ
し
て
涙
あ
り
の
『
鹿

島
壽
一
座
』
の
人
情
芝
居
を
堪
能

し
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
座
員
の

フ
ァ
ン
が
お
ら
れ
、
幕
間
の
口
上

の
時「
良
ち
ゃ
ん
が
ん
ば
っ
て
！
」

と
掛
け
声
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
参
加
者
か
ら
は
会
場
、
バ
ス
車
内
、
バ
ス
乗
降
場

所
な
ど
関
係
す
る
職
員
に
た
い
し
て
「
あ
り
が
と
う
」「
よ

か
っ
た
よ
」
と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
「
Ｊ
Ａ
年
金
友

の
会
」
で
は
今
回
の
よ
う
な
芝
居

観
劇
の
ほ
か
、
寿
ロ
ー
ド
と
題
し

た
旅
行
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

な
ど
、
楽
し
い
時
間
の
提
供
や
年

金
友
の
会
会
員
の
皆
様
の
親
睦
の

輪
が
ひ
ろ
が
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

２
月
８
・
９
日
の
両
日
、
浜
田

市
金
城
町
㈱
オ
ー
ト
パ
ル
み
ど
り

本
社
に
て
、
同
社
と
Ｊ
Ａ
全
農
島

根
農
機
サ
ポ
ー
ト
㈱
の
展
示
会
に

合
わ
せ
、
ア
グ
リ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
地
域

農
業
の
担
い
手
へ
出
向
く
職
員
）

や
営
農
経
済
部
職
員
が
各
業
者
に

協
力
い
た
だ
き
、
有
機
栽
培
の
紹

介
パ
ネ
ル
の
展
示
や
水
稲
肥
料
農

薬
の
紹
介
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
提

案
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
共
済
担
当
者
に
よ
る

Ｖ
Ｒ
を
活
用
し
た
農
作
業
中
の
リ

ス
ク
の
模
擬
体
験
や
、ロ
ー
ン
担
当
者
に
よ
る
農
業
資
金
の
紹
介
・
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

２
日
間
の
展
示
会
来
場
者
の
内
、
ア
グ
リ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
65
名
の

方
の
対
応
を
行
い
、
全
農
資

材
予
約
、
新
規
有
機
米
の
栽

培
や
農
業
資
金
に
つ
い
て
の

ご
相
談
等
い
た
だ
き
今
後
に

つ
な
が
る
成
果
が
あ
り
ま
し

た
。当

日
は
、
寒
波
に
よ
る

大
雪
で
積
雪
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
多
く
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
運
用
報
告
・

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
説
明
会
』開
催

笑
い
あ
り 

涙
あ
り
… 

年
金
友
の
会

ふ
れ
あ
い
大
会
開
催
!!

ア
グ
リ
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
を
開
催

年金友の会会長、副会長の紹介

©ブルくん

©ベアちゃん
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み
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JAニュース
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
、
地
域
貢

献
・
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む

フ
ー
ド
バ
ン
ク
・
子
ど
も
食
堂

を
普
及
支
援
し
、
島
根
県
内
の

地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と

に
目
的
と
し
た
、
地
域
貢
献
・

地
域
活
性
化
支
援
事
業
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
、
当
地
区
本

部
管
内
の
「
多
世
代
ふ
れ
あ
い

食
堂
片
庭
エ
ー
ゲ
21
」
様
よ
り

申
請
を
い
た
だ
き
支
援
金
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

同
子
ど
も
食
堂
は
、
食
を
通

じ
て
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
気
軽
に
参
加
し
様
々

な
人
で
賑
わ
う
『
み
ん
な
の
居
場
所
づ
く
り
』
を
目
指
し
て

開
催
し
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
間
11

回
の
開
催
で
は
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
た
メ
ニ
ュ
ー
で

食
事
を
提
供
す
る
ほ
か
、
毎

回
工
夫
を
凝
ら
し
た
催
し
物

を
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
方
は
「
毎

回
参
加
し
て
い
ま
す
。
食
事

だ
け
で
な
く
多
く
の
方
と
交

流
が
出
来
る
事
が
楽
し
み
で

す
。」
と
笑
顔
で
語
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

地
域
貢
献
・
地
域
活
性
化
支
援

しまねびより５月号より、読者のみなさまからお寄せいた
だいた、写真やお便りを紹介するコーナを開設します。身
近にあった話題や紹介したいことなどをお寄せください。
お名前・ご年齢・ご住所・お電話番号をご記入ください。
※ご紹介させていただいた方には、ささやかな記念品を
お送りします。
※写真やお便りは必ずご紹介できるとは限りません。ま
たご返却は致しかねますので了承ください。

【送り先】
〒697-0024　浜田市黒川町3741
JAしまねいわみ中央地区本部
ふれあい課『読者のコーナー』

新コーナー開設のお知らせ
24時間
年中無休

虹のホール虹のホールJA江津葬祭会館JA江津葬祭会館
江津市和木町 1136 番地 35
フリーダイヤル 0120-522-354
虹のホール虹のホールはまだはまだ 虹のホール虹のホールみすみみすみ
フリーダイヤル 0120-222-532

家族葬から一般葬まで
皆様の想いに寄り添う 最後のセレモニーのお手伝い

浜田市下府町 1821 番地５ 浜田市三隅町三隅 871 番地

き
ん
さ
い
市
場
黒
川
店
で
は
、
天
候
に
よ
り
入
荷
量
が
左
右
さ

れ
ま
す
が
、
産
直
会
員
の
皆
さ
ん
が
日
々
新
鮮
野
菜
や
果
実
な
ど

出
荷
し
て
い
ま
す
。
昨
年
３
月
～
４
月
に
か
け
て
の
売
り
上
げ
ベ

ス
ト
10
を
紹
介
し
ま
す
。
お
買
い
物
の
際
、
参
考
に
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

きんさいトピックス

令
和
６
年
３
月
売
上
ベ
ス
ト
10

（
惣
菜
、
苗
物
、
切
り
花
等
除
く
）
数
量
ベ
ー
ス

１
位　
　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

２
位　
　
菌
茸
類
（
椎
茸
・
な
め
こ
等
）

３
位　
　
ね
ぎ

４
位　
　
ほ
う
れ
ん
草

５
位　
　
山
菜
・
食
用
植
物

６
位　
　
柑
橘
類

７
位　
　
キ
ャ
ベ
ツ

８
位　
　
大
根

９
位　
　
小
松
菜

10
位　
　
い
ち
ご

令
和
６
年
４
月
売
上
ベ
ス
ト
10

（
惣
菜
、
苗
物
、
切
り
花
等
除
く
）
数
量
ベ
ー
ス

１
位　
　
山
菜
・
食
用
植
物

２
位　
　
キ
ャ
ベ
ツ

３
位　
　
ほ
う
れ
ん
草

４
位　
　
い
ち
ご

５
位　
　
菌
茸
類
（
椎
茸
・
な
め
こ
等
）

６
位　
　
豆
類

７
位　
　
柑
橘
類

８
位　
　
玉
ね
ぎ

９
位　
　
小
松
菜

10
位　
　
ね
ぎ

どなたでもご利用いただけます。
お気軽にご相談下さい。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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手
作
り
雑
巾
を
小
中
学
校
へ寄
贈

干
支
の
へび
作
り～

跡
市
女
性
部

い
わ
み
中
央
女
性
部
（
平
川
節
美
部
長
）
は
１
月
22
日
江

津
市
教
育
委
員
会
（
堀
康
弘
教
育
長
）、
23
日
浜
田
市
教
育

委
員
会
（
岡
田
泰
宏
教
育
長
）
へ
手
作
り
雑
巾
４
０
０
枚
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

「
雑
巾
１
枚
運
動
」
と
し
て
女
性
部
員
が
取
り
組
み
、
部

員
一
人
ひ
と
り
が
真
心
こ
め
て
手
縫
い
し
た
雑
巾
を
各
小
中

学
校
に
送
っ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
江
津
市
へ
は
平
川
部
長

と
青
木
文
江
支
部
長
、
浜
田
市
へ
は
平
川
部
長
と
平
木
幸
子

支
部
長
が
訪
問
し
そ
れ
ぞ
れ
教
育
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

両
教
育
長
か
ら
は
「
毎
年
心
の
こ
も
っ
た
雑
巾
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
併
せ
て

市
内
の
各
小
中
学
校
の
児
童
が
雑
巾
で
掃
除
し
て
い
る
学
校

の
様
子
を
写
真
で
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
川
部
長
は
「
女
性
部
員
が
縫
っ
た
雑
巾
で
一
生
懸
命
子

ど
も
た
ち
が
掃
除
し
て
い
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
少
し
で

も
地
元
の
学
校
が
き
れ
い
に
な
る
お
手
伝
い
が
で
き
て
嬉
し

く
思
い
ま
す
。」
と
語
り
ま
し
た
。

１
月
25
日
・
26
日
、
江
津
女

性
部
跡
市
支
部
（
平
川
節
美
部

長
）
は
、
跡
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー
で
手
芸
教

室
を
開
催
し
11
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
部
員
の
森
﨑
玉
恵
さ
ん

が
講
師
と
な
り
、『
家
の
光
』

12
月
号
を
参
考
に
フ
ェ
ル
ト
で

作
る
「
干
支
の
へ
び
の
置
物
」

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

玉
止
め
を
隠
し
て
入
れ
込
む
作
業
や
目
を
へ
こ
ま
す
箇
所

な
ど
難
し
い
ポ
イ
ン
ト
は
、
森
㟢
さ
ん
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
仕
上
げ
ま
し
た
。
へ
び
は
脱
皮
す
る
こ
と
か
ら

巳
年
は
「
復
活
と
再
生
」
を
意
味
す
る
そ
う
で
す
。
新
し
い

年
へ
の
願
い
を
込
め
な
が
ら
一
針
一
針
縫
っ
た
へ
び
は
、
そ

れ
ぞ
れ
表
情
が
違
っ
て

と
て
も
可
愛
ら
し
い
縁

起
の
良
い
置
物
と
な
り

ま
し
た
。

JA女子大学８期生は２月13日、当地区本部で「みそ作り」を行い
OG会と合わせて16名が参加しました。日本の伝統調味料の１つでもあ
るみそを、女性部活動として毎年各地区で作っています。いわみ中央女
性部川平正子副部長と猪俣房子支部長が講師となり指導しながら交流を
深めました。
学生がそれぞれ自宅で軟らかく煮てきた大豆を、塩切りした糀と混ぜ

合わせ電動ミンサーにかけていきまし
た。おにぎりをにぎるようにぎゅっと力をいれ丸めて味噌玉を作り、空気
を抜きながら勢いよく容器に投げ入れ詰めていく作業では、「結構、力仕
事だわ」と大変そうでした。仕込んだみそはおよそ半年発酵させることで
秋口に食べられます。同じ大豆・糀を使っても大豆の煮方や保存環境で味
に違いが出るので、出来上がりを待つ楽しみがある講義となりました。

８期生２月講座「みそ作り」

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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2025年３月号

大豆栽培は難しい？大豆栽培は難しい？（ポイントを押さえて）（ポイントを押さえて）

日本の食卓に欠かせない大豆。子実が完熟する前に食べる枝豆や近年では大豆の一種である黒大豆も人気で
す。今回は家で栽培する野菜としては馴染みの少ない存在であるアズキの栽培について紹介します。

アズキは豆類の中でも生育に際して環境条件から影響を受けやすい作物で、栽培に
当たっては、地域の気象条件や栽培時期に適した品種タイプとそれに応じ
た作型を選ぶ必要があります。アズキの品種は、温度や光に対する感受
性の違いにより、次の３つのタイプに分かれます。

５．収穫
成熟期10月上旬～11月上旬、熟莢を２～３回に分けて収穫するか、健全株の70～80％の莢が成熟したこ

ろ収穫し、脱穀後乾燥させます。早期に収穫すると収量は劣り、粒が小さく不整形粒が増し、光沢がなくな
ります。遅れると脱粒や褐変などが起こりやすく、霜当りは品質が低下します。

２．播種
播種時期は、品種のタイプ・早晩性や晩霜・初霜、台風来襲の時期など地域の気象条件を考慮して決めます。

秋アズキでは６月下旬～７月中下旬にかけて行います（上記、栽培スケジュールを参考）。条間60～70cm、
株間10～20cm、播種粒数（１株）２～３粒、播種量（１ａ）300～400ｇ、３cm程度の覆土をします。

４．病害虫対策
アズキは病害虫により収穫、品質両面で被害を受けやすい作物です。病害虫の種類、発生時期等は地域に

よって異なるため、薬剤散布はアズキが適用作物となっている登録農薬を適時・適切に実施して下さい。

３．中耕・除草・培土
除草と土壌の通気性・保水性の改善や倒伏防止のため培土を兼ねて、播種後20～30日頃からおよそ10日

間おき、２～３回にわたり中耕を行います。中耕作業は、根を傷めないよう、開花期までに終了させます。

１．ほ場準備・施肥
排水良好で保水力のあるほ場を選び、耕起砕土を行い

ます。アズキは酸性を非常に嫌う作物であるため、石灰
質肥料により酸度調整を行います。アズキの生育に最適
なｐＨは約６といわれています。施肥量は、ほ場の肥沃土、
土性、品種等により異なります。右記の施肥例はあくま
でも基本的設計です。

（施肥例　１a当たり）

肥料名 元　肥 備　考

苦土石灰 ８～ 12㎏

全面施肥完熟堆肥 50～ 100㎏

ようりん ４㎏

※品種選定に当たっては、耐病性、耐冷性
等に優れた品種が育成されているので、
地域の病害発生状況や気象条件等を考慮
して品種を選びます。

品種タイプ 品種タイプの特徴等
夏アズキ型品種 生育期間中の平均気温の積算温度が一定レベルに達すると開花が始まる性質（感温性）
秋アズキ型品種 日長が一定時間以下になると開花が始まる性質（短日感光性）
中 間 型 品 種 夏アズキ型と秋アズキ型品種の中間の性質

栽培スケジュール　 ● 種まき　  土寄せ　 開花期　■ 収穫
月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

秋アズキ型
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島根県西部農林水産振興センターからのお知らせ

農作物の凍霜害に対する事前対策について

島根県西部農林水産振興センター農業振興部（TEL：0855-29-5622）

近年、温暖化等の影響による急激な気象変動により、春先の凍霜害の発生が多く見られます。事前対策を徹
底し、凍霜害を最小限に防ぎましょう。

 水　稲 
育苗中のものについて、
○ハウスでの育苗
◦ハウスの面積に余裕があれば育苗箱をできるだけ中央部に置く。
◦ハウス内に小トンネルを設置し、二重被覆とするか、ベタ掛け資材等を更に覆う等の対策を行う。

○トンネルでの育苗
◦ハウス同様二重被覆を行う。

○共通事項
◦保温資材を使用する場合は、資材と苗の空間が広いほど効果的である。
◦極端な低温の場合、ハウス内等でろうそく、ストーブをたく方法もある。この際、面積等に応じて本
数を調節するとともに、火の元への注意が必要である。

◦霜の降りた日の日中は急激に気温上昇することが多いので、昼間の換気にも注意する。

 果　樹 
○施設果樹
◦日没前の午後３～４時頃にハウスビニールを閉めて保温する。
◦ハウス内に対流式石油ストーブを設置し、危険温度になる前の夜間から燃焼する。※火災に注意

○露地（落葉果樹）
◦燃焼法：灯油や固形燃料を燃やし、空気を温める。（※すすが飛散するため周辺環境に注意）
◦送風法：防霜ファン設置園では、事前に設定どおり作動するか確認しておく。
◦防霜資材を散布する。

〇共通事項
◦園地の下草を短く刈り、昼間の日射により地温が高まるようにする。
◦防風樹等で冷気が停滞する場所は下枝を整理して冷気が流れるようにする。

 野　菜 
○施設栽培
◦日のあるうちにハウスを閉め、保温に努める。夜間はビニールの密閉をしっかり行い、補助暖房を入
れるなど保温に努める。

◦加温機を設置してない場合、カーテン、トンネル等で保温被覆を強化する。特に、ハウスの出入り口、
カーテン等の合わせ目、接地部の隙間を密閉し保温力を高める。急激な温度上昇による高温障害にも
留意し、早めに開放する。

○露地栽培
◦果菜類であればトンネル、ホットキャップ等で保温被覆を強化する。葉根菜類は比較的霜害には強い
が、ベタ掛け資材等で被覆し霜による被害を軽減する。
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ムスイ商品についてのお知らせ
昨年11月より(株)HALムスイの組織再編により営業体制が広島に一本化され、利用
者の皆様にはご不便とご心配をお掛けしています。
ご購入いただいております商品の修理等につきましては、今まで通り広島の本社に
て対応いたします。お困りごとなどありましたら各あぐり店へご連絡ください。
尚、鍋以外の商品につきましても引き続き取り扱い可能ですので、各あぐり店へご
相談ください。

お問合せ先 あぐり中央店（浜田）：0855-22-8827
あ ぐ り 南 店（金城）：0855-42-1409

春の農繁期休日営業カレンダー令和７年

いわみ中央地区本部

4月 5月平日・指定日　営業（8：30～17：00） 平日・指定日　営業（8：30～17：00）

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

＝営業日■＝日曜日・祝日　■＝土曜日

休日営業店舗
◎あぐり中央店 0855-22-8827

（旧：浜田営農経済センター）
浜田市黒川町 3741

◎あぐり南店 0855-42-1409
（旧 : 金城営農経済センター）
浜田市金城町今福 104-1

い
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人事異動のお知らせ
【地区本部内異動】 令和７年３月１日付

氏　　名 新　　任 旧　　任
若本　貴志 企画総務部 総務課付 課長補佐 金城支店 業務課 課長
靜本　千文 企画総務部 総務課付 雲城ふれあい店
柳光　孝紀 営農経済部付 課長補佐 営農経済部 経済課 課長
山本　泰介 営農経済部 次長兼営農企画課 課長 営農経済部 次長
笹田　真司 営農経済部 営農企画課 ＴＡＣ 営農経済部 農産課
三浦　義弘 営農経済部 営農企画課 営農経済部 農産課
川上　志穂 営農経済部 営農企画課 浜田支店 業務課
河野　成幸 営農経済部 特産課 課長 営農経済部 営農企画課 課長 
大中　靖友 営農経済部 特産課 江津支店 渉外課 ＬＡ
小田　良平 営農経済部 農産課 営農経済部 特産課
下谷　佳大 営農経済部 農産課 営農経済部 特産課
宮田　高幸 営農経済部 経済課 課長 営農経済部 あぐり南店 店長
川神　昌之 営農経済部 経済課 営農経済部 あぐり中央店 営農経済渉外員
佐々木　誠 営農経済部 経済課 浜田西支店 渉外課 ＦＡ
長見　　伸 営農経済部 あぐり中央店 店長 いわみ中央統括支店 ローンセンター センター長
淺野　博照 営農経済部 あぐり中央店 営農経済渉外員 営農経済部 営農企画課 ＴＡＣ
肥後　利信 営農経済部 あぐり南店 店長 営農経済部 特産課 課長 
槙本　譲治 営農経済部 あぐり南店 営農経済渉外員 営農経済部 農産課
杉本　由美 営農経済部 あぐり南店 営農経済部 経済課
平谷　義弘 いわみ中央統括支店 支店長 統括部長兼企画総務部 部長
和田守正則 いわみ中央統括支店 次長 いわみ中央統括支店 支店長
遅越　晃弘 いわみ中央統括支店 金融課 （投信アドバイザー） いわみ中央統括支店 ローンセンター
横田　　慎 いわみ中央統括支店 ローンセンター センター長 江津支店 業務課 課長
湊　　秀明 いわみ中央統括支店 ローンセンター センター長補佐 いわみ中央統括支店 ローンセンター 係長
佐々木　謙 いわみ中央統括支店 ローンセンター 営農経済部 あぐり南店 営農経済渉外員
後山　敦己 浜田支店 次長 浜田支店 次長兼浜田東ふれあい店 店長
吉田　伸子 浜田支店 業務課 金城支店 渉外課 ＬＡ
鳥井　美樹 浜田支店 業務課 江津支店 業務課
吉田　祐美 浜田西支店 業務課 課長 金城支店 業務課 係長
佃　　真緒 浜田西支店 渉外課 ＬＡ 浜田支店 業務課
小笹　雅彦 江津支店 次長 江津支店 次長兼江津西ふれあい店 店長
植田　和久 江津支店 渉外課 ＬＡ 営農経済部 あぐり中央店 営農経済渉外員
岩地　達也 金城支店 次長 金城支店 次長兼雲城ふれあい店 店長
花木　美幸 金城支店 業務課 浜田支店 業務課
松原　理恵 金城支店 渉外課 ＬＡ 金城支店 渉外課 ＦＡ

【退職者】 令和７年２月28日付

氏　　名 現部署・役職 備　　考
三浦　勇 営農経済部 あぐり中央店 店長 定年退職

【定年再雇用者】 令和７年３月１日付

氏　　名 新部署・役職
三浦　勇 営農経済部 あぐり中央店 営農経済渉外員

【本店・地区本部間異動】
氏　　名 新　　任 旧　　任

三浦　　聡 統括部長兼企画総務部 部長 共済部 共済事務指導課 課長
若本加奈子 金城支店 業務課 共済部　共済事務管理課
大屋　　希 江津支店 業務課 課長 信用共済推進支援センター 西部センター長補佐(信用トレーナー）
河上　辰士 金城支店 業務課 課長 益田東支店 金融共済課長
澤江　彩佳 共済部 共済事務管理課 浜田西支店 渉外課 ＬＡ
佐々木亮太 信用共済推進支援センター　(信用トレーナー ) いわみ中央統括支店 金融課 （投信アドバイザー）
濱田　三郎 益田東支店 次長 浜田西支店 業務課長
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住宅ローン
マイカーローン

…ほか

浜
田
市
内
田
町
に
鎮
座
す
る

三
家
元
神
社
に
は
益
田
市
七
尾

城
城
主
の
益
田
氏
、周
布
城（
鳶

巣
城
）
城
主
の
周
布
氏
、
内
田

要
害
山
城
城
主
の
内な

い

氏
が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の

中
で
も
浜
田
や
美
川
地
域
と
ゆ

か
り
の
あ
る
内な

い

氏
お
よ
び
内な
い

兼か
ね

茂も
ち

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

内な
い

兼か
ね

茂も
ち

は
鎌
倉
末
期
か
ら
南

北
朝
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た

方
で
す
。
当
時
の
世
は
後
醍
醐

天
皇
が
率
い
る
南
朝
側
と
足
利

尊
氏
ら
が
率
い
る
北
朝
側
が
争

う
時
代
で
あ
り
、
内な

い

兼か
ね

茂も
ち

は
南

朝
側
の
一
領
主
で
し
た
。
南
朝

側
は
１
３
３
６
年
に
北
朝
側

で
あ
る
七
尾
城
を
攻
め
て
い
ま

す
。こ

の
内な

い

兼か
ね

茂も
ち

と
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
の
が
内
田
氏
で
す
。
内
田
氏
が
内
田
町
に
移

住
し
た
の
は
、
先
述
し
た
、
内な

い

兼か
ね

茂も
ち

が
七
尾
城
を
攻
め
た
時
よ
り
１
０
０
年
以
上
遡

り
ま
す
。
鎌
倉
時
代
の
承
久
の
乱
に
お
け
る
勲
功
の
賞
と
し
て
、
１
２
２
２
年
に
地

頭
職
を
与
え
ら
れ
、
こ
の
地
を
治
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
内
田
氏
は
元
々

遠
江
国
内
田
荘
（
現
在
の
静
岡
県
菊
川
市
）
の
出
身
で
、
そ
こ
に
は
今
で
も
中
内
田

や
下
内
田
と
い
う
地
名
が
あ
り
、
ま
た
、
益
田
市
に
も
内
田
町
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
こ
の
内
田
氏
と
因
果
関
係
が
あ
る
土
地
で
す
。

お
わ
り
に
、
内な

い

氏
の
居
住
跡
と
思
わ
れ
る
内
田
要
害
山
で
す
が
、
こ
こ
は
頂
上
の

高
さ
が
約
１
０
８
ｍ
あ
り
ま
す
。
浜
田
市
内
か
ら
弥
栄
町
へ
の
途
中
に
位
置
す
る
た

め
、
そ
こ
か
ら
の
攻
撃
を
防
ぐ
た
め
の
要
点
に
城
築
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
頂
上
ま

で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
腹
ま
で
は
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
美
川
郷
土

会
会
長
の
石
津
さ
ん
が
道
を
整
備
さ
れ
登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

内
田
要
害
山

9時～15時
あぐり南（金城）

展示会

9時～14時 Aコープやさか

２５日(金) 9時～14時 Aコープみすみ9時～12時 波佐まちづくりｾﾝﾀｰ
ときわ会館 前

９日(水) 9時～14時 Aコープやさか
２１日(月) 9時～14時 Aコープあさひ

１０日(木) 9時～14時 浜田西支店

８日(火) 9時～14時 Aコープあさひ

１１日(金)

7日(月) 9時～14時 Aコープみすみ

２２日(火)

１５日(火)

１６日(水)

9時～17時

メガネネ・ネ・補聴器の専門店

お問合せ、訪問のご相談は 直通直通 ０９０-６９５５-１６１２ へ お気軽にどうぞ

移動型店舗店長 狩野 昭弘

『移動型店舗

パリミキカー』
認定補聴器技能者 メガネ＆サングラス

300本～

＋

令和7年 ４月度 ＪＡ巡回スケジュール いわみ中央地区

運転用、読書用、パソコン用、遠近両用でも

メガネ一式

税込

１級 眼鏡作製技能士

JAしまね いわみ中央統括支店ローンセンター〒697-0024 島根県浜田市黒川町3741

℡（0855）22-8816　FAX（0855）22-0203
お問い合わせ

ローン休日営業 開催中！
第２・第４土曜日開催！

受付時間／9：30～15：00
令和７年４月 12日・26日

©よりぞう

いわみ中央地区本部いわみ中央地区本部

　　１階浜田支店で　　１階浜田支店で
お待ちしております‼お待ちしております‼

年金相談会
令和７年４月11日㈮
浜田西支店
午後３時から
午後７時まで

参
考
資
料
：
内
田
要
害
山
（
別
名　
桑
原
山
）
と
三
家
元
神
社

　
　
　
　
　
令
和
６
年
６
月
１
日　
美
川
郷
土
会　
石
津
公
雄
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